
技術系（情報通信行政）技術系（情報通信行政）事務系事務系

行政管理局      　…４名

行政評価局　　　　…２名

情報通信国際戦略局…１名

情報流通行政局    …５名

総合通信基盤局…４名

統計局　　　　…２名

内閣官房　　　…３名

地方公共団体　…19名

情報通信国際戦略局…２名

情報流通行政局　　…１名

総合通信基盤局　　…４名

総合職事務系

総合職技術系（情報通信行政）

　　　　　　　　　　　　　　

●全省庁一斉定時退庁日の他、総務省独自の取組と
　して、課室単位での定時退庁日を設けることを推進し、
　メリハリのある働き方を実現。

●テレワーク（在宅勤務）の利便性向上・利用促進の両
　輪による、業務効率化・柔軟な働き方の実現。

　　　　　　　　　　　　　　

●女性職員はもちろんのこと、男性職員についても、
　育児休暇取得、テレワークなど各種制度の活用
　を奨励し、職員の家庭生活への関わりを推進。

●育児・介護の中期的な予定について上司と話し、育
　児・介護と両立可能な柔軟なキャリアパスを実現。

先輩職員の経験談の紹介、研修等によるキャリア形成支援、ロールモデル
となる人材の育成により、女性のキャリア形成支援、意欲の向上を図る。

ワークライフバランスの推進
　国家公務員って忙しいんだろうか。
　
　この冊子を手にする皆さんは少なからずその働き方について考えたことがあるはず。
　
　総務省は、ワークライフバランスの実現に向けて、変化します。
　
　ワークライフバランスにも配慮して、職員1人1人にふさわしい職場環境・キャリアパスの実現に取り組んでいます。

　総務省所管でもあるICTを活用し、テレワークの促進など、業務効率化・柔軟な働き方の実現に向けた新たな取組
を推進しています。

総務省における

　困難な政策課題の打開に挑む我々の仕事は決して容易ではありません。しかし、仕事のためにプライベートを犠牲にせざ
るを得なくなる、仕事を続けたい意思があるのに出産・育児、介護という理由で退職するといったことは個人にとっても組織
にとっても不幸なことです。
　私の今の仕事の一つは、省内のテレワーク環境の整備などICTを活用した働き方の変革です。総務省では、職場端末を持
ち帰り、自宅にいながら職場と同じ環境で勤務することができます。今やテレワークは特殊なものではなく、場所や時間の制
約をなくし、個人の生活を充実させるための一つの選択肢です。
　私の所属する大臣官房企画課では、平成27年２月時点で全員がテレワークを経験しました。私自身も子供の誕生を機に継
続的に利用しています。新しい働き方にチャレンジし、総務省を変えていくことのできる意欲ある皆さんの志望を願っています。

大臣官房企画課課長補佐
波多野 洋史

総務省における女性職員活躍と
WLB推進のための取組計画（一例）

職員からのメッセージ

採用実績

配属実績

採用
スケジュール

採用
窓口

過去５年間の入省者（総合職・Ⅰ種）は以下のとおりです。
出身大学（大学院）、学部、試験区分に関係なく、人物本位の採用を行っています。

平成26年度入省者（総合職）の配属状況は以下のとおりです。（平成27年3月現在）

総務省に入省するには、人事院が実施する国家
公務員試験に合格することが出発点となります。

入省年度 合　計

H23 31（7）

事務系 技術系（情報通信行政）

36（7）

33（5）

40（8）

39（12）

7（0） 38（7）

43（8）

40（6）

47（9）

46（14）

7（1）

7（1）

7（1）

7（2）

H24

H25

H26

H27
（予定数）

※（　）内は女性の人数です。（内数）

参考 平成27年入省者（予定）試験区分（※院卒＝院卒者試験、大卒＝大卒程度試験）
〈事務系〉
総合職：行政（院卒（5名））、法律（大卒（18名））、経済（大卒（9名））、法務（院卒（1名））、
教養（大卒（2名））、化学・生物・薬学（院卒（1名））
数理科学・物理・地球科学（院卒（1名）、大卒（1名））

〈技術系（情報通信行政）〉
総合職：工学（院卒（2名）、大卒（5名））

※このほか、10月以降に総合職試験（法務・教養区分）及び官庁訪問が予定されています。
詳細については人事院ホームページをご確認ください。

働き方改革働き方改革
育児・介護と
両立して活躍
できるための改革

育児・介護と
両立して活躍
できるための改革

女性の活躍推進女性の活躍推進
5/24

6/9

6/28

7/2 ～ 7/17

7/31 最終合格発表

8/5 ～

8/18 ～

平成28年度入省者向け

recruit_tech@ml.soumu.go.jp
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